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a正 しく、安全に使用するために
本製品の敢扱い方については、取扱説明書を最後までよくお読みいただき、正しくご使用ください。

また、いつも手元に置いてご和1用 ください。

△ 使 用 の 前 に (必ずお読みになり、取級
いには十分注意してください)

・製品は安定したところに水平に設置してくださいЭ

。本機は防爆仕様ではありませんので、可燃性、引火性物質の近くでの使用はお止めください。

・ F改造修理禁止』分解や改造等をした場合は当社の保証外となりますので絶対にしないでください。

思オ)ぬ故障や事故を越こす原関となることがあります。

・故障の場合はすみやかに修理をご依頼ください。故障のままや自家修理での使用は思わぬ事故を越

こす原因となることがありますので、諫色対に止めてください。

・汚れを落とす場合は柔らかい布 (汚れがひどい時は中性洗剤をしみ込ませて)でふき欺つてください。

・製品から煙が出たり、異常な音がする場合には直ちに製品の使用を中止し、修理をご依頼ください。

・ACアダプタのプラグを抜くときにはコードをじ|つ帳らず、プラグを持つて抜いてください。その
とき濡れた手で抜かないでください。感篭することがあり危険です。

・コードを折り曲げたり、引つ張つたり、ねじったり、継ぎたしたりしないでください。

・コー ドの傷、断線、プラグの接触不良にお気付きの場合は、直ちに使用を中止して修理を依頼して

ください。

△ 取 扱 い上 の注意 修 ずお読みになり、取扱いには十分注意してくださやう

。本製品に使用している半導体レーザーは、レーザー安全規格 (IEC 60825-と 、JIS G 6802)の クラス

3Bに分類されています。これは、「レーザー光を直接見ることが危険なレーザーであり、また、皮
膚への障害も起こりうるため、レーザー光を直接人体にあててはなら′ょ`い」とされています。従つて、

検出部の分解・改造は絶対にお止めください。また、採気口をはずし電源ON時に検出器内のレー
ザー光を確認する等の行為は絶対にお止めください。

・本製品の表示器として使用している液晶表示器は衝撃や圧力に弱いため、液晶表示器部分に圧力を

加えたり、衝撃を加えたりしないでください。

・本製品のJF気口を塞いだり他の部品を接続したりしないでください。

。万が一、何らかの不具合が発生した場合でも、データの取得および記録ができなかつた内容の補償、

データ等の内容の損失、およびこれらに関わるその他の直接・間接の損害につきましては、当社は

責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。故障や事故に備えて定期的にデータのバンク

アップを行ってください。

・市販されている公称電圧 1 5Vの単 3形乾電池にはマンガン電池とアルカリ電池の 2種類あります。
マンガン電池でも作動しますが、アルカジ電池に比べ連続作動時間が短くなります。本製品を乾電

池でご使用になる場合はアルカジ電池をご使用ください。付属のマンガン範電池は動作確認用です。

・測定中や通信中に電源をOFFに しないでください。
。本製品を保管する場合は、採気口を閉じて粉じんが検出器内に入らないようにしておいてください。

。本製品は電源OFFの状態でも微弱電力を消費しています。乾電池を入れたままで保管すると放電
してしまう恐れがあります。

・長期間本製品をご使用にならない場合には、乾電池の劣化に伴う液漏れ等を避けるために必ず乾電

池を電池ケースからとりはずしておいてください。

・測定終了後は検出内部を清浄化するため、必ず「4,3.バ ックグラウンド測定」をしてください。



1`概要
本製品は、半導体レーザー光を光源とした光散乱方式のポータブル粉じん計です。

1.1,特 徴
・ポンプを内蔵し、安定した吸う|ができます。

こ瞬時値 (バーグラフ)と積算カタント値を同一画面上で確認できます。

,測定中の濃度値の推移を画面上で確認できます。 (ト レンドグラフ)

,構成部品の情報を画面上で呼出してメンテナンス時期を確認できます。

(システムモニタ、故障警報)

・フィルタの汚れ具合を視認できます。

・綺易ロギング機能により測定中に簡単な操作で測定値を記録できます。

・ロギング測定にて記録した測定値を付属のケーブルと専用通信ソフトで
パーソナルコンピュータ (以下PC)に取り込めます。
(動作可能 (D S i Vindo鴨 98/ME/2000/XP/Vista/7)

2.原理

本製品は、粉じんに光を照射したとき、粉じんの物理的性質が同一条件であれば粉じんによる散

乱光の量が質量濃度に比例することを利用して、空気中に浮遊している粉じんの質量濃度を散乱

光の強§,尋 として測定しています。

1



2.各部の名称
2.1.LD-5本 体

③電源スイッチ

② 質量瀧度スイッチ (▲ )、 パックライト点灯スイッチ

③ 時間設定スイッチ (▼ )

④開始/停止スイッチ

⑤液晶ディスプレイ

⑥採気ロ

⑦ uSBコ ネクタ

③ アナログ出カコネクタ

③電源コネクタ

④排気園

④

③

②

①

③

z全ゝ
排気日は機対に墓がないでください。

③ 散乱板ノブ

⑫ 電池押さえパネル

⑬ フィルタ確認窓

2



2 2.LD-5内 部
電池押さえパネルとりはずし状態

⑤   ④ ⑦

⑮ 乾電池ケース

⑬ 電池コネクタ

③ フィルタユニット

① 吸引ポンプ

3



2.3.主 な表示画面

①瞬時値パーグラフ

②滅1定時間/モード

③積算カウント値

④ 測定残時間/経過時間

⑤ 電池残量

⑥瞬時値

②測定値軸

③測定時間軸

⑨現在時刻

①質量濃度変換値

①質量濃度変換係数

⑬ TRBL表示 (動作状況確認表示)

⑬簡易ログ表示
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3.測定前準備
3.1.電 源
3.1.1.乾 電池
①図のように、電池押さえパネルの下部出つ張り部分を持ち、上に上げてとりはずします。

A電池押さえパネルのロックが回いため、とりはずしたときに電池押さえパネルがとんでしまうこと
がありますので、本体をしつかり押さえてはずしてください。

電池押さえパネル

②乾電池ケースをとりだし、アルカジ単3乾電池を8本入れます。

乾鴛泡ケース 乾歳池コネクタ

③乾電池ケースを元の場所に戻します。

△乾電池ケースを入れるときには、国のように向きを確隠してください。

上下逆に入れますと故障を招く原因となります。

④電池押さえパネルの上部出つ張り部分 2カ所を本体に入れて蓋をします。電池押さえパネルを

押してロックします。

電池押さえパネル 電池押 えバネル

Aこの時カチッという書が鳴るまでしつかりと押してください。ロックねt爾いと使用中に電池押きえ
パネルがはずれ、事故の

「

国になります。

○アルカ ヅ乾電池での連続駆動時間はおよそ 10時間です、
(バ ンクライトOFF、 ポンプ動作設定「ジドタ」、測定状態)

5



3.1.2.ミ ッケル水素電池 (オプション)
①「3.1.1.乾‐電池」と同様に電池押さえパネルをはずします。
②電池コネクタをはずし、乾電池ケースをとり除きます。

③LD-5用ニッケル水素電池のコネクタを②項の電池コネクタに接続します。

乾電池コネクタ

エッケル水素電池

④「3.1.1.乾 電池」と同様に電池押さえパネルを取り付けます。
③急速充電器QC-8170(オ プション 品ロコード 080000-035)の 出カヨネクタを、

LD-5本 体側面の外部電源コネクタ (EXT,DC)に 接続します。

外部竃源
ヨネクタ
(EXT,DC)

急速充驚器

⑥急速充電器QC-8170の プラグをAC100V± 10%コンセントに接続します。
①充電中は充竃LEDが点減します。
③充電が終了すると充電LEDは点灯になります。 (充電時間はおよそ60～ 80分です)

0「状態 LED」 表示の意味

点減 : エラー

なんらかの故障が考えられます。

点灯 :温度待機
ニックル水素電池の温度が高い場合には温度が下がるまで充電を待つ必要があります。

糧度が下がつても点灯したままの場合は故障が考えられます。

①連続駆動時間はおよそ 8時間です。

(バ ンクライ トOFF、 ポンプ動作設定定「ジドウ」、測定状態)
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3.1.3.ACア ダプタ

③ACアダプタの出カコネクタを、LD-5本体側面の外部電源コネクタ (EXT.DC)に接続
します。

②ACアダプタのプラグをAC100V■ 10%コ ンセントに接続します。

外奮S電漂
コネクタ
(EXT DG)

出カコネクタ

プラグ

Ｉ

Ｅ

ア

3.1.4_電 池残量衰示
本製品のご使用による電池電歴の低下のようすが表示されます。

電池の残量は下図のように表示されます。

多い 少ない

残量表示は電池電圧を測定しています。

新品の電池を入れたときは12V以上あります。電池電圧が8V以下になると点滅をはじめます。
点滅から10分位で浪ll定が正常におこなわれない恐れがあります。
測定を中止し、新しい電池に取り替えてください。

充電式のニッケル水素電池を使用した場合は、充亀完了時でも満充電の表示になりません。

A電池残量表示はあくまでも目安です。
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3.2.フ ィザレタ交換
測定濃度、フィルタ使用時間および汚れ具合によリフィルタカートリッジを交換します。

△フィルタの状態により所定の流量で吸引できなくなつたり、BGが不安定になる等、測定に支障を
きたす場合があります。1年を目途に交換をお勧めします。

3.2.1.フ イルタ使用時間の確認
蜘 スイッチ操作により測定時間/モー ドの表奉を「MENU」 とします。

嘲 スインチを押し、時間設定▼またはl質量濃度▲|スイッチの操作によリメニュー画面の

2/2買 目を表示させます。

α萱垂藝壷 ]ま た劇質量濃度司スイッチの操作によリカーンル>を
「システム モニター」へ移動

します。

蝉 スイッチを押すとフィルタの使用時間が表示されます。

たは質量濃度▲スイッチの操作によリカーソル>を 「モ ドルどに移動し、

イッチを押すことで前画面に戻ることができます。

ジ
｀
コク
アナロク
°

ソクテイ
レ 泳 弘

ゲ   ユ′r=コ

(`

′ヾ ―→デ

モド ル

チョウ骸イ         2/2
シュツリョク セ璃
セイ式ゞ ョ
淳 ター
(LANGUAGE)
コン ジ ョ

"

CLOCK AD」 uST
OUTPUT RANG巨
MEASUttE CONT貸 OL
レ SYSTEM MONITOR
LANGUAGE(ケ ・ シコ

部
)

VEttS i ON
QUif

2/2

>フィルター シヨウジ カン
モト
4ル

テ
・
プガ ン テドンリュウ 100mA
レ潮ゲー デ ンリュウ  020mA
ポ ンプ デ ンリェとウ 040mA
ポ ンプ カイチ玖 ウ 1500rpm

1600hr00min00sec

レ FILTER HOuR METER
QUIT
PGA,Ett CURRENT 100mA
とD CuRRENT    020mA
PUMP CURRENr  040mA
PUMP REVS    1600Fpm

1600hr00min00sec
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3.2.2
③「3.1

フィルタ交換方法

1.乾電池」と同様に電池押さえパネルをはずし、韓電池ケースをとりはずします。

転電池ケース

②フィルタを図のように手前に引つ張つてフィルタブロックごとはずします。

※奥にあるフィルタは交換できません。オーバーホール E再較正または停理をご依頼の際、必要に

応じて交換いたします。

③フィルタプロックからアィルタをはずして交換をおこないます。

一島
薗

Ｌ
Ｂ
．

エ

フィルタブロック

ボンプ側プロック

フィ)レタプロック フィルタ

●嘔
|

訃

①アィルタをポンプ側のプロンクに挿入してから、フィルタプロックを台座に取り付けますも

フィ)レタプロック

⑤きちんと接続されていることを確認してから、「3.1.1.乾 電池」と同様に乾電池ケースを
元の場所に戻し、電池押さえパネルを取り付けます。

9



3.3.採 気口の清掃
八捜仁 奉世f士出世_LD― ら♂〕HJムt0 ナ▲

Ⅲ
っている とを確盟してくださいぅFF

①採気口を下図のように回し、LD-5からとりはずします。

各

②採気回のキャップを下げ、数枚ある板状の部品に付着した粉じんをやわらかい布等でふき取るか、

軽くエアーを噴き付けます。

③元のとおり採気口をLD-5に取り付けます。

各

中
押さえる

10



3.4.フ ィルタ使用時間のリセット
③「システム モニター」の画面の「フィルター シヨタ ジカン」
押します。

>フィサしター シヨウジ
Ⅲ
カン

モト
Ⅲ
ル

テ
゛
ンゲ ン テrンリュウ 100mA
レ謝ヴー チ

イ
ンリュウ  020mA

ホ:ンプ デ ンリュウ  040mA
ボ ンプ カイチシスウ 1 500 rprn

1600hr00minOOsec

②左下に「ショキカ」カミ表示されますの イッチを押します。

>フィルター シヨウゾ カン
モト
予
,レ

テ
い
ンゲ ン テ

Ⅲ
ンリュウ 100mA

レ鋼ヴ ー テ
‐
ンリュウ  020mA

ボ ンプ  デ ンリュウ  040mA
ボ ンプ カイテス ウ ¶500rpm

00000hr00min00sec

>フィ,レター シヨウジ カン
モト
｀
ル

デ ンゲ ン デ ンリュウ 100mA
レ潮ヴ ー デ ンリュウ 020mA
ポ ンプ  デ ンリュウ  040mA
ポ ンプ  カイテス ウ 1500rpm
‖600hr00min00sec

"シ
ョキカ

ジセントをしたくない場合は、時間設定▼または陳量濃度▲|スインチの操作で左下の表示を

「キャンセル」とし、開始/停止スインチを押します。

イノチを

レフィサ鯵― シヨウジ カン
モト
ト
,レ

テ
Ⅲ
ンダ ン テ

｀
シリュウ 100mA

叫 ― デ ンリュウ  020mA
ポ ンプ デ ンリュウ 040mA
ホ
'ン
プ カイテシスウ 1 600 rprn
1600hr00min00sec

"・

キャンリレ

>FILイ 崖R HOUR METER
QUIT
P― R CURRENT 100mA
LD CURRENT    020mA
PUMP CURRENT  040mA
PUMP REVS    1600rpm
1600hr00min00sec

レ・CANCEL

たは質量濃度▲スイッチの操作によリカーンルトを「モ ドルとに移動し、

インチを押すことで前画面に戻ることができます。

11

始/停

"'FILTER HOUR METERQUIT
PO山にR CURRENT ¬OOmA
とD CURRENf    020mA
PUMP CURRENT  040mA
PUMP REVS    lS00rpm

1600h r00rnin00sec

レ・ FILイ 磨R HOUR METttR
QUl■
PO的にR CURRENT 100mA
LD CURttENT    020mA
PUMP CURRENT  040mA
PUMP REVS    1500rpm
¬600hr00min00sec

レ CLEAR

卜 FILTER HOUR M監 TER
QUIT
POWER CURRENT 100mA
LD CURRENT    020mA
PUMP CURRENT  040mA
PUMP REVS    珂500rpm

OO000hrOOminOOsec

レ フィルター シヨウヅ カン
モドル
テ
Ⅲ
ンダ ン テ

・ンリュウ 100mA
レ謝ダー テ

Ⅲ
シリュウ  020mA

ポ ンプ デ ンリュウ 040mA
ボ ンプ カイテス ウ 1600rpm

1600hr00min00sec

卜 FILTER HOUR METER
QUlT
POVVER CURRENT 100mA
LD CURRENT    020mA
PUMP CuRRENT  040mA
PUMFtt RttVS    1600rpm

1600hr00min00sec

聞設定▼



4.湖定方法

4.1.測 定の種類

4.2.測 定手順
4.2.1.ダ ウンタイマ測定

4 3 BG測 定

4 4 感度補正

4,6 測定モー ド選択/時間

4 7 測定開始

4 9 1 測定終了/自動

4.2.3.簡 易ロゲ測定

4 3 8G測 定

4 4 感度補正

4 5 測定モー ド選択

4_6 簡易ログ設定

4 7 測定開始

4 9,測定終了

4.2.2.マ ニュアル測定

4 3 BG測 定

4 4 感度補正

4 5 測定モー ド選択/MANUAと

4 7 涙1定開始

4 9 2 測定終了

4.2.4.ロ ギング測定

4 3 BG測 定

4 4 感度補正

4 5 測定モー ド選択/LOG

6 ロギング測定

6 3 6 測定開始

6 3 6 測定終了

スイッチの操作で測定を開始し、あらかじめ設定された時間経過後に

自動で測定を終了します。

測定開始と終了を全てスインチの操作でおこないます。

簡易操作で測定データをメモジに記録させます。

あらかじめ指定した条件で測定データをメモノに記録させます。

自動で開始させることもできます。

ダウンタイマ測定

マニュアル測定

簡易ログ瀾定

ロギング瀾定

2ヽ



4.3.バックグラウンド(BG)測定
バンクグラウンド (BG)と は、検出器内部を清浄空気で満たしたときに出力される偽計数値
(ダークカウントともいう)です。BGは粉じん測定には余計な計数となります。
このため、本製品では粉じん測定蔵前にBGを測定し、粉じん浪ll定時にはこの値を減算する機能が
あります。

①散乱板 ノブを 「MEASURE」 の位置 に します。

②採気日のキャップを上げて閉じます。 (右図)

③LD-5の 電源をONに します。
①この状態で 1分聞以上放置します。

②時間設定▼|スイッチ操作により測定時間/モードの表示を
「BG」 とします。

嘲 スイッチを押します。

④10秒関程度の待機時間の後、6秒間測定がおこなわれます。 (出荷時設定)

⑥次回の濃度測定時よりこのBG測定値がキャンセルされます。

△採気口を開いたままBG濁定をおこなうと正しくBG色が設定できません。測定値が0のまま反
応しない等測定描果に影響を与えます。採気口を開いたままBG淵定をおこなった場合は、採気
口を開じて再虞BG測定をおこなつてください。

△BG潔定中 (6秒間の同)に開始/停劇スイッチを揮すと潤定は中断され、次回粉じん嗣定時の
BG減算動作をキヤンセルします。 (この場合、測定色はBG分かさ上げされます)

4.4.感 度補正
粉じん計は検出器内部の汚れ、電気部品の劣化、振動による光学系のずれなどにより測定感度が変

動することがあります。

この変動を補正するため測定前に標準散乱板を測定し、あらかじめ設定された数値より補正係数を

算出します。

この補正係数により次国の測定値に補正をかけることで出荷時または較正時の感度を維持します。

感度補正は、「4.3.バ ンクグラウンド (BG)測定と操作に続けるかたちでおこないます。

①散乱板ノプを「SENSl.ADJ」 の位置にします。
②画面左下に「SPAN OOOCPM」 と表示されることを確認します。
※SPANの下に表示される数値が較五時の標準散乱標恒です。
③この状態で1分闘以上放置します。

CI開夕合/停止|スインチを押します。

③と分間、測定がおこなわれます。 (出荷時設定)

⑥測定された数値から感度補正値が算触されます。

O次国の濃度測定時より自動的に感度の補正がおこなわれます。

③散乱板 ノプを 「MEASURE」 の位 置 に します。

A河定時間/モードのダウンタイマとBGが段示されているときのみ有効となります。
(「MANUAL』 表示では感度補正はおこなわれません)

採気口を閉じる

採気国のキヤツプを上げる

13



4.5.淵 定モー ド返択
時間設定▼スインチ操作により測定モード表示を変える (選択)することができます。

表示は以下の順で変わります。

lmin(濁 定時間)→ MANじ AL→ LOG→ MENU→ BG→ lmin(河 定時間 )→

測定モー ド

●瀾定時門「lmin、 5min、 10min他 」
ダウンタイマ測定をおこなう場合はこの表示にします。

ダウンタイマ測定用の測定時間はあらかじめ別画面で設定をおこないます。

設定詳細は「5.Ittt能」をご寛ください。

上国の例では 1分に設定されています。

瀾定を開始すると残時画が減少します。

●MANUAL
マニュアル測定をおこなう場合はこの表示にします。

OLOG
ロギング測定をおこなう場合はこの表示にします。

設定詳細は「6.ロ ギング測定」をご覧ください。

4.6.簡 島ログ設定
ダウンタイマ測定またはマニュアル測定の結果を本体内のメモジに記録し、測定終了後PCへ測定
データを転送することができます。

測定モード選択でダウンタイマ測定またはマニュアル測定が選択されている状態であることを確認

し、時間設定▼スイッチを長押しします。画面下に「LOG」 と表示されます.

簡易ロゲ表示

この状態で測定を開始すると、その結果がメモジに記憶されます。 (1回の測定で1個のデータ)

♀ (H h 1200,劇 H4001劇 H阜 智 I耐 H♀ 智 ,日 1甲 r

,~'

'_lCOUNT鰤帰Fmin..己占汀留「'I浮汀

汀!毬8J出 汀汀i訂汀

,~,

,_lc

0
|II
‐

OuNT

600    800   CP睛
||IIIIIIIIIIIIIIII
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始/停

4.7.測 定開始
③採気日のキャップを下げF漏けます。 (右図)

イッチを押します。

※待機時間の間は、残時間残示が点減します。

吸引ポンプの設定については

「5,7.4.吸 引ポンプ」をご覧ください。

採気口を開ける

擦気口のキヤツプを下げる

録時値 (CPM)

積算カウント

残測定時間 (時間 1分 :秒 )

A採気口を確実に開けてから潤定を開始してください。

河定開始後 (ポンプの吸引開始後)、 キャップを急激に開けたり、キャップが完全に開いていない

場合、ポンプの回転数が不安定になり「TRBLJの エラー段示が出る場合があります。
また、内部循環のためにキャップを開めるときは確実に田めるようにしてください。確実に開めな

かつた場合、上盟同様「TRBL」 の歳示が出る場合があります。
rT R B LJが残示され、原因が「ポンプ カイテンスウJとなった場合は、10.トラブルシュ
ーティング に従つて対処してください。

4.8.表 示切替
測定前、測定中、測定後にかかわらず表示画面をトレンドグラフに変更することができます。

トレンドグラフ表示ではグラフの他、瞬時値、現在時刻、測定モー ド、測定時間または測定残時FH]、

電池残容量が表示されます。

インチを長押 しすることで トレンドグラブ表示とすることができます。

②前画面に戻るに劇匿量濃度司スイッチを押してください。 (長押しの必要はありません)

トレンドグラフの軸設定については「6.3.ト レンドグラフ」をご覧ください。

00050CpM 刊S100
10
CPM

06 S硝
0

,~P ,mi ni
′」 |

O

「

,,~,B,~,「,
′」 ,JE,」 ′J

“

400    601)   800   CP贈
|111↓ 111111111111111111111

,__~,写

汀Fmin■ピ出汀汀:F汀

0      200
1111111111

COuNT

量濃度
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4.9.測定終了
4.9,1.ダ ウンタイマ測定の増合
①測定時間経過後、積算カウントは自動で停止します。

A瞬時色は濁定終了後も常に現在の測定値を表示します。

②減ll定終了後は採気口のキャンプを上げ閉じてください。

△濁定終了後は検出部内部を清浄化するため、必ず『4.3.パックグラウンド洞定Jを してください。
A検出器内の汚巣を防止するため濁定終了後または保管時は、採気口のキャップを上げ田じてください。

4,9.2,マ ニュアル潟定の場合
①測定を終了するに イッチを押してください。

②測定が終了し績算カウントが停止します。

△瞬時には測定終了後も常に現在の瀾定値を表示します。

③測定終了後は採気口のキャップを上げ閉じてください。

△測定終了後は検出部内部を清浄化するため、必ず r4.3.バックグラウンド測定」をしてください。
A検出器内の汚業を防止するため測定終了後または保管時は、採気口のキャップを上げ開してください。

4.9.3.質 量温度表示
①測定終了後陳量濃度▲|スインチを押すと測定した時間、カウント値およびあらかじめ設定した

K値から質量濃度変換した値を表示します。

♀ 1日 h2001劇 H甘 ♀ 1測 岬

6001ロ

ド 臀 I劇 ,F

耳B野野写i:押
打Fmin..避占好留阿:汀汀

②詳糸田設定は「6.2.質量濃度変換」をお読みください。

♀「,11114001  1♀♀IIIH早 00,11,1早
0011 ,P‖

写 郎 COUNT

汀Fmin.■習L餌阿汀:汀 v阿

始/

0      200     400     600     800
111111T,I,,11111111111111111T,「 「l,,,I

,~,

,_lcouNT
MANUAL.置

r汀 餌
「

,i餌
「

′
汀

CP憫

写
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5.機能
5.1.測 定時間の変更
5.1.1.潤 定時間の選択
r4.5.測定モード選択」での測定時間の変更は以下の手順でおこないます。
d匡巨亜巨ヨスインチを数回押して、MENU(メ ニュー)を出します。MENU画 面 1/2買 で
「ンクテイ ジカン」にカーンルレを移動します。
②画面下に現在の設定値が表示されます。

>MEASURE TIME
LCD AD」 uST
TREND GRAPH
K FACrOR
QUIT

1/2

01rni n

蜘 スインチを押すと設定値に下線が現れます。

>MEASURE TIME
LCD ADじ UST
TREND GRAPH
K FACTOR
QUlT

1ノ/2

>01min

Q圧亜亜巨ヨまた劇貢量濃度顧スインチの操作により設定値を変更することができます。

●設定値の種類

FREE

06sec

10min

05ェrli n

03min

01min

1分～99分/1秒～99秒から測定時間を設定

6秒関測定

10分聞測定

5分間測定

3分間測定

1分聞測定

レ ソクテイ ン｀カン
LCDチョウセイ
トレンド クいラフ セッサイ
Kチ セ用ヽ
モト
Ⅲ
)レ

01min

1/2

>ソクテイ ン｀カン
LCDチョウセイ
トレンド クぶラフ セッM
Kチ セ月
モト
Ⅲ
ル

>01min

1//2

17



レ ツクテイ シ「カン
ヒCDチ ョウセイ
トレンド ク・ ラフ セ房
Kチ セ朗
モド ル

1/2

>0も鵬in

>ソクサイ ンドカン
LCDチ ョウセイ
トレンド ク｀ラフ セ庫
Kチ セ月
モド ル

1//2

05min

止図は 1分から5分に変更されたことをあらわしています。

嘲 スイッチを押すと変更が確定され下線が消えます。

5.1.2.測 定時間「 FREE」 の設定
①「FREE」 の時のみ右に時F置月が表示されます。

インチを押すと下線が時間に移動します。

>ツクサイ ン｀カン
LCDチョウヒイ
トレンド ク・ラフ セ房
Kチ セ房
モト
4,レ

1/2

>FttEE 30 min

蝉 また劇質量濃度司スインチの操作により数値 (測定時間)を変更します。

●設定範囲

1分～ 99分 (1分刻み)/1秒 ～99秒 (1秒刻み)

"MttASURE TIMELCD AD」 UST
TREND GRAPH
K FACTOR
QUET

1/2

♭ 05min

>MEASUttE TIME
LCD ADJυ ST
TREND GttAPH
K FACrOR
QUlT

1/2

05min

>ックデイ シrカシ
LCDチョウセイ
トレンド クいラフ セ月
Kチ セ月
モト
｀
ル

>FREE 01 min

1′/2 >MEASURE TIME
LCD ADJUST
TREND GRAPH
K FACTOR
QUIT

♭ FREE 01 min

1/2

始/停

>Mヒ ASURE イIME
とCD ADJUST
TREND GRAPH
K FACTOR
QUIT

>FR臣 E 30 min

1/2

18



始/停 イノチを押すと下線が単位に移動 します。

●設定範囲

minまた|ま sec

⑨脂闘設定▼|またlまl質量濃度コスインチの操作によりminま たは secを変更しますc

>ソク▼イ ンドカン
LCDチゴスイ
トレンド クⅢラフ セ1肩
Kチ セ房
モト・ ,レ

1/2

レ FREE 30 min

"・

ソクライ ンエカン
LCDチョウセイ
トレンド クいラフ セ月
Kチ セ1月
モト
Ⅲ
,レ

1ッ/2

F役 E崖  30 min

卜 MEASURE TIME
LCD AD」UST
TREND GRAPH
K FACTOR
QUIT

1/2

>FREE 30 min

レ MEASURE TIME
LCD ADJuST
TREND GRAPH
К FACTOR
QUIT

1/2

FREE 30 min

上図は 1分から80分に変更されたことをあらわしています。
C開始/停止スインチを神すと変更が確定され下線が消えます。

蝉 または質量濃度▲スインチの操作によリカーンルレを「モドル」に移動し、

インチを押すことでMENU(メ ニュー)画面に戻ります。始/停
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5.2.質 量濃度交換
5.2.1,質 量温度への変換について
相対濃度から質量濃度への変換について

本製品の測定で得られた相対濃度から質量濃度を求めるためには以下の式を用います。

質量濃度 (mg/m3)=R・ K
R:相対濃度 (CPM※ )
K:質量濃度変換係数 (mg/m3/cPM)
※ CPM:Couttt PeT Minutesの 省略。 1分間のカタント数のこと。

5.2.2.質 量温度変換係数 (K但)について
K値は測定をおこなう粉じんにより変わるため、測定に際してはあらかじめ、または同時にK値を

求める必要があります。

ただし、既にK値が制定されている場合はあらたに求める必要はありません。

本製品ではK値をあらかじめ記録させておき、質量濃度に変換する機能があります。

後述する方法でそのK値を入力してご使用ください。

5.2.3.K■ の求めかた
①分粒装置付きのろ過捕集装置 (ローボジウムエアサンプラ等)と本製品の採気日の高

・
さをそろえ、

一定時間 (10分間)以上の採じんを同時におこないます。

②ろ過捕集装置による質量濃度と本製品による相対濃度より次式を用いてK値を算出します。

K=C/R
K:質量濃度変換係数 (mg/m3/cPM)
CIろ過捕集装置による質量濃度 (mg/m3)
RI相対濃度 (CPM)

③計算例

凝ll定時間 :360分
本製品の計数値 :41400(COUNT)
ろ遇捕集装置による質量濃度 :0.15(mg/m3)

上記の測定結果の場合、

R=41400カ ウント/860分 =と と5CPM
となるため、

前式より

K=0.15/115=0,0013(mg/m3/cPM)
が得られます。

AK佐を求めるためにおこなう瀾定の構度は、そのK値を用いる測定結果会てに影響します。
従つて、K恒を求める潤定点はそのK値を用いる範囲の粉じんの状態を代表している点を選び、

ろ過縮集においてはサンプリング時の流量柱持等に留意して濁定をおこなう必要があります。
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聞設定▼

5.2.4`質 量濃度変換係数の入力
インチを数回押して、MENU(メ ニュー)を出します。MENU画 面 1/2買 で
た劇匿量濃度司スイッチの操作により「Kチ センテイ」にカープルレを移動し、

開始/停止スインチを押します。

ツクテイ ジ｀カン
LCDチ ョウセイ
トレンド クⅢラフ セ斥 式

".Kチ
セッX

モト
♯
ル

1//2

01 0

MEASURE TIME
LCD ADじ UST
TREND GRAPH
>K FACTOR
QUlr

1/′2

01 3

④カープル>を 「モドル」に移動

に戻ります。

インチを

'甲

すことでMENU(メ ニュー)画面

MEASUkE TIME
LCD AD」 uST
TREND GRAPH
卜 K FACTOR
QUIT

1ノ/2

01 0

②圧亜至巨ヨまたは質量濃度▲スインチの操作によりK値を変えることができます。

ックテイ ジⅢカン
LCDチョウセイ
トレンド ク滸ラフ セ月
>Kチ セッM
モト
J)レ

1//2

レ 043

CI開始/停止|スインチを押すと変更が確定され下線が消えます。

関設定▼

※「5.2,3.K値 の求めかた」の計算例では、
K華 0.0013(mg/mS/CPM)
が得られましたが、本器はあらかしめ較正粒子に対して

lCPM霊 0.001mE/ma

の値付けがされていますので、

К奉0 0013/0.001重 1. 3

を入力 します。

MEASむ RE TIME
LCD AD」 UST
TREND GRAPH
レ K FACTOR
QUIT

1/2

"01,3

ソクサイ シドカン
LCDチョウtrイ
トレンド クいラフ セ粛式
レ Kチ セッM
モト
・
サレ

1/′2

01 3

入力されたK値による質量濃度変換をおこなう方法は「4.9.3.質 量濃度表示とをご覧ください。
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5.3.ト レンドグラフ
5.3.1.画 面切替
運動時の画面で質量濃度▲スイッチを 2秒以上長押しすることでバーグラフをトレンドグラフの

画面にすることができます。 トレンドグラフは、縦軸が相対濃度で横軸が時間となります。

検軸の左側が最新の測定データとなります。

瞬時値 (CPM)   現在時刻

0      200     400     600     800
11「 II,lIIIIIIIIIitifI,,,II,IIIIIIIIII

酬
‐，‐

,~,

'_lCOUN

T

汀Fmin.■ピ出汀汀IF好

パーグラフ トレンドグラフ

5.3.2.グ ラフ軸設定
0跨間設定▼|スイッチを数園押 して、MENU(メ ニュー)を出します。MENU画 面 1/2買 で

た インチの操作により「トレンド グラフ セッテイとにカープル

を押します。>を移動 イッチ

②カーンルレを「ジカン ジク」 (時間軸)に移動し、開始/停止スイッチを押します。
画面下の「ビョウガ シュタキ」の数値に下線が現れます。

>TIME一 AXIS
CONC一 AXIS
QUIT

DRAWING CYCLE
06sec

)・ TIME一 AXIS
CONC一 AXIS
QUIT

DRAWING CYCLE
06sec

d臣亘翌巨ヨまた イッチの操作によリトレンドグラフに表示される間隔 (秒 )

>プ カン
ノウト
｀

モト
Ⅲ
,レ

ク

ク

ぃソ
一ン

ヒ
帯
コウが シュウキ
06sec

1も :OO

“

吟

「

′
餌 ゴ
,ml
|

00050CPM

06 SEC
O

10
0PM
も

ヒ
。
コウが シュウキ
06sec

ク

ク

一ン
一ソ

レジ カン
ノウド
モト
・サレ

量濃度

を変えることができます。
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ヒ
い
コウカ・ シュウキ
10sec

レジ
・カン
ノウド
モト
Ⅲ
,レ

ク

ク

ゃン
一ン "TIME―

AXIS
CONC一 AXIS
QUlT

DRAWING CYGLE
10sec

始/停

上図例では6秒に 1回から、 10秒に 1回へのトレンドグラフヘ表示される関踊が変更されたこと
をあらわしています。

イッチを押すと変更が確定され下線が消えます。

●設定範囲

1秒～ 99秒 (1秒刻み)

q匡
亜亜巨ヨまた インチの操作によリカーノル>を 「ノウド ジク」 (濃度軸)に
移動 インチを押します。

画面下の「フルスケール」の数値の下に下繰が現れます。

TIME一 AX:S

"CONG一

AXIS
QUIT

レ

FULL SCALE
00100CPM

0時間設定▼|また劇匿量濃度司スインチの操作によリトレンドグラフに表示される濃度のフルスケ
―ル (CPM)を 変えることができます。

止図例ではフルスケールが 100CPMか ら1000CPMへ 変更されたことをあらわします。
インチを押すと変更が確定され下孝泉が消えます。

ジ カン プ ク
レノウド プ ク
モドル

フ)レ スケール

01000CPM

TIME一 AXIS

"CONQ―

AXIS
QUIT

FULL SCALE
01000CPM

●設定範囲

100～ 10000CPM(100CPM刻 み)

③カープルトを「モドル」に移動し開始/停止スインチを押すことでMENU(メ ニュー)画面

量濃度

ジ
Sカ
ン ジ
エ
ク

ト ノウド ジ ク
モド ル

レ・
フル スケ→ レ

00100CPM

プ カン

レ ノウド
モト
｀
,レ

ク

ク

ゃン
いン

フル スケー,レ

"01000CPM

TIME一 AXIS

"CONC一

AXIS

QUIT

FULL SCALE
>01000CPM

始/停

に戻 ります。



5.4.液 品表示設定
5.4.1.液 品表示コン トラス ト設定
液晶表示のコントラストを変更するには以下の手順でおこなつてください。

インチを数回押して、MENU(メ ニュー)を出します。MENU画 面 1/2買 で

たとまl質量濃度司スイッチの操作により 「LCDチ ョウセイ」 にカーンルレを

移動し、 インチを押します。

②カープル>を 「コントラスト チョウセイ」に移動し、 イッチを押します。

卜 LCD CONTRAST
LCD BACKLEGHT
QUIT

>LCD CONTRAST
LCD BACKLIGHイ
QUIT

Can you see me ?
Ad,ust ▲▼ key

q圧
画亜亜ヨまた イッチの操作により画面のコン トラストを調整することができ

ます。

噸 スイッチを押し続けると文字が薄くなり、質量濃度▲スインチを押し続けると文字

が濃くなります。

⑤調整を確定するためには開始/停止スイッチを押します。

始/俸
始/停

レコントラストチヨウセイ
′ヾ ックン トセ演
モト
｀
デレ

レコン博ストチヨウセイ
′ヾ ックうイトセ房
モト
ぶ
ル

ヒコヅ  ハ ミエマスカ ?
▲▼挙巧ド チョウヒイ 凛

量濃度

24



5.4.2.液 品表示バックライ ト設定
液晶表示のバックライトの点灯条件を設定します。

①「バックライト セッテイ1にカープルトを移動します。

コントラスト チョウセイ
ト′ヾ ック労 トセ月
モト
Ⅲ
ル

シr 卜
Ⅲ
ウ ショウトウ:10sec

LCD CONTRAST
>LCD BACKLIGHイ
QUIT

TIMER:10sec

イッチを押します。

コントラストチョウセイ
レ′ヾ ックライトセ1河
モト
い
,レ

>ヅ ドウ ショウトウ:10sec

q脂聞設定▼|または質量濃度▲スインチの操作によリパックライ トのテントタ、ショウトタ、
ジドウ ショウトウを選択することができます。

●『予ントウ」は本体の電l原がONの時、常にバノクライトは点灯します。
△バックライトの点灯により電池の消耗が激しくなります。

コントラストチヨウセイ
レ・′ヾ ックライトセ房
モト
゛
ル

"テ
ン博

● rシ ョゥトゥどは常にバックライトは消灯します。

コントラスト チヨウセイ
>′ヾック労 トセ舜へ
モト
Ⅲ
,レ

>ショウトウ

始/停

LCD CONTRAST
レ LCD BACK■ lGHT
QU tt T

"TIMER:10sec

LCD CONTRAST
レ LCD BACKLIGHT
QuIT

♭ ON

ヒCD CONTRAST
>LCD BACKLIGHT
QUIT

レ OFF
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始/停

●『ジドウ ショウトウJは電源がONの嘔 量濃度コスインチを押す毎にパックライ トが点灯し、
設定時間経過後に消灯します。

イッチを押すと時間の部分に下線が移勃します。

鱒 また劇匿量濃度¬スイッチの操作により数値を変更することができます。

LCD CONTRAST
>LCD BACKLIGHT
QUIT

レイとMER:15sec

上図の例では 10秒から15秒にバックライ トの点灯時間が変更されたことをあらわしています。

スイッチを押すと変更が確定され下線が消えます。

①カープルレ,を 「モドル」に移動し開始/停止スイッチを押すことでMENU(メ ニュー)画面
に戻ります。

●設定範囲

00～ 99sec

コントラストチヨウセイ
>′ヾックライトセ月
モト
゛
,レ

レジ ドウ ショウトウ:10scG

LCD CONTRAST
>LCD BACKと とGHT
QUIT

レ TIMER:10sec

コントラストチヨウセイ
レ・′ヾ ックライト セッサイ
モト
｀
ル

>→デ ドウ ショウトウ:15sec

始/停
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時間設定▼

時間設定▼

5.5.現 在時刻設定
イッチを数回押して、MENU(メ ニュー)を出します。MENU画 面 2/2買 で
たは質量濃度▲スイノチの操作により「ジヨク チョクセイ」にカープルレを移動
イッチを押します。

>DATE SET
イIME SET
QUIT

YYYY/― DD
2006/06/06

②カープル>が 「ヒプケ セッテイ」にある状態で画面下に自付が表示されます。

>ヒヅ ケ セッX
ヅ コク セッX
モト
や
)♭

YYYY/― DD
>2006/05/06

イノチを押すと「年月日」の「年」の部分に下線があらわれます。

たは質量濃度▲スインチの操作により数値を変更することができます。

インチを押すことで変更が確定され下線は右の「月」に移動します。

⑥順次、「園」までの設定変更を終了すると下線は消え「年月口」の設定が終了します。

噸 または質量濃度▲スインチの操作によリカーンル>を 「ジヨク セノテイ」に移動
すると画面下に 「時分秒」が表示されます。

CI開始/停止|スイッチを押すと「時分秒」の「時」の部分に下落泉があらわれます。

し

ヒヅ ケ セッM
>シ
ー
ヨク セッテイ
モドル

HH:MMISS
)・ 15:OO:05

DATE SET
>TIME SET
QUIT

HH:MMISS

"・

16:00:06

た インチの操作により数値を変更すことができます。

インチを押すことで変貫が確定され下繰は右の「分とに移動します。

①順次、「秒」までの設定変更を終了すると下線は消え、「時分秒」の設定が終了しますじ

⑫時間設定▼|また イッチの操作によリカーツルレを「モ ドル」に移動し、

開始/停止スイッチを押すことでMENU(メ ニュー)画面に戻ります。

始/停

>ヒヅ ケ セッM
ジ コク セッM
モト
φ
ル

YYYY/― DD
2006/05/06

>DATE SET
TIME SET
Qじ 二T

YYYY/― DD
>2006/05/06

始/停

始/停

量濃度

始/停

量濃度
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5,6.出 力電圧 レンジ設定
電圧出力瀬ネクタ (ANALOG)か ら出力される、0-lVに 対しての測定レンジフルスケール

を変更することができます。

蝉 スインチを数回押して、MENU(メ ニュー)を出します。MENU画 面2/2買で
たは質量濃度▲スイッチの操作により「アナログ シュツジョク セッテイ」に

カープルレを移動すると現在の設定が表示され,ます。

インチを押すと設定表示に下線があらわれます。

ジ
ー
ヨク

レー ク
い

ソクサイ
泳 テム

ゲ  ′ 〕
゛

′ヾ ―→ガ

モド ル
レ オート レンゾ

チョウセイ        宜/2
シュツリコク セ1声
セイキ`ョ

禅 ター
(LANGUAGE)
ョン ジ ョウホウ

たは質量濃度▲スインチの操作により設定を変更することができます。

●設定の種類

フルスケール1000CPMと 10000CPMを
1000CPMを 境に、自動で切替えます。
アルスケール 1000CPM闇 定にします。

フルスケール 10000CPM圏 定にします。

オー ト レンジ

1 0 0 0 C pw1//iv

10000CPM/1V

イッチを押すことで変更が確定され下線が消えます。

5.7.測 定制御骰定
時間設定▼スイッチを数回押して、MBNU(メ 腺ュー)を出します。MENU画 面2/2買で
時間設定▼また劇質量濃度コスイッチの操作により「ツクテイ セイギョ」にカープル>を移動
し、開始/停止スイッチを押すと測定制御設定の画面になり画面下に現在の設定が表示されます。

レ AUTO START
SERIAL OUTPUT
とASER DIODE
PUMP
QUIT

OFF

測定制御設定画面では、以下の設定をおこ森うことができます。

●設定の種類

/停

CLOCK AD」 UST

"・

OuTF)UT RANGE
MEASuRE CONTROと
SYSTヒ M MONITOR
LANGUAG巨 (ケ

ド
ンロ
°
)

VERSION
QUIT
卜 AU■0

2/2

間設定

/停

>ブ ドウ スタート
シリアル シュツリョク
レ刊ドー タ

部
イオート
｀

キュウイン ボ ンプ
モドル

オワ

電源ONと 同時にマニュアル測定を開始する設定が可能。

USBコ ネクタからのシリアル出力・井出力の設定が可能c

光源であるレーザーを測定時のみONにする設定が可能じ

電池の消耗を節約するために使用します。

電源ON時に常時吸引ポンプをONにする設定が可能。

自動測定 (ジ ドウ スタート)

シリアル出力

(シ リアル シュツサョク)
レーザーダイオー ド

(レーザー ダイオード)

ポンプ (ポンプ)
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5.7.1.自 動測定

電源をONにすると画時にマ鼻ュアル測定を開始するように設定することができます。
測定を終了するにIJ開始/停コスインチを押す必要があります。

①「ジドウ スタート」にカープルトを移動し、
下繰がつきます。

インチを押すと現在の設定に

②時間設定▼|また劇匿量濃度司スイッチの操作により設定を変更することができます。

●設定の種類

オ ン

オ フ

電源 を ONに す る とマニ ュアル測定 (MANUAL)が 開始 され ます。

設定オフで、電源をONに しただけでは測定は開始されません。

Δ出荷時の設定は「オフJになつています。

インチを押すと変更が確定され下線が消えます。

5.7.2.シ リアル出力

測定時にシリアル出力 (USB)からデータの出力・非出力を選択します。

①「シリアル シュツジョク」にカープル>を移動し、
設定に下線がつきます。

インチを押すと現在の

AUTO START
レ SERIAL OuTPUT
LASER DttODE
PUMP
QUIT

レ ON

た インチの操作により設定を変更することができます。

オ フ

オ ン

シリアル出力を禁止 します。

シジアル出力を出力可能とします。

始/停

>ジ ドウ スタート
シリアル シュツリコク
レ→ドー タ

Ⅲ
イオード

キュウイン ポ ンプ
モト
・テレ

>止フ

"AUTO STARTSERIAL OUTPUT
LASER D10DE
PUMP
QUIT

レ OFF

始/停

/停

定 量濃度

ヅ ド ウ スタート
レ シリアル シュツリョク
レザ ー ダ イオード
キュウイン ポ ンプ
モト
｀
,レ

>盈

●設定の種類
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△出荷時の設定は「オフJになつています。

設定が『オフ」でもLD-5専用通信ソフトを使つてPCとの通信は可能です。
A『オンJでシリアル出力を使用する場合、あらかじめPCに USBドライバーをインストールし
ておく必要があります。インストールの方法については用冊 rL D-5取扱説明書一通信ソフト

編―』をお院みください。

イッチを押すと変更が確定され下線が消えます。

河定状態とシリアル出力例

出力されるデータは測定状態によつて異なります。

以下は各測定時のシジアル出力例です。

△ここでの例は常販のターミナルソフトを使用した時にPCに送信されるデータとなります。

【マニュアル測定】

記録周期の設定時間毎にデータが1個送信されます。

少ll) 2006/05/24,18:34:56,00756100012,00,田 in,01,sec

測定開始 年/月 /日、時と分:秒,測定値 (CP旧),測定値 (GOUNT).記録同期 分,単位,記録同期 秒,単位

【ダウンタイマ渭定】

測定終了後にデータが1個送信されます。

つ弼) 2006/05/24,00:02:46,00704,00704.01,min

測定開始 年/月 /日 ,時 :分 !秒,測定値 (CP照),測定値 (60UNT),測定時間,単位

【ロギング嗣定】

記録周期の設定時間毎にデータが1個送信されます。

柳l) 2006/05/24,18:38:32,00762,00010,00.min,01,sec

測定開始 年/月 /自 ,時 1分 :秒,測定値 (CP旧),測定値 (GOUNr),記録同期 分,単位,記録同期 秒,単位

通信仕様については「7.通信仕様」をご覧ください。

始/停
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5.7.3.レ ーザーダイォード
本製品光源のレーザーダイオー ド動作設定をおこなうことができます。

①「レーザー ダイオー ド」にカープルトを移動し、
設定に下線がつきます。

シ
↓ 卜｀ウ スタート
シリアル シュツリコク
レ 附 ト ダ イ帯 ゞ
キュウイン ポ ンプ
モドル

レ レンプ ク

開始/停止スインチを押すと現在の

AUTO START
SE負 IAL OuTPUT
>LASER DIODE
PUMP
QUIT

"ON

蜘 または質量濃度▲スイッチの操作により設定を変更することができます。

●設定の種類

ジドゥ

レンプク

測定中のみレーザーダイオー ドが点灯します。

電源がONの間は常時レーザーダイオー ドが点灯しています。

△出荷時の設定は「レンゾクJになっています。

インチを押すと変更が確定され下線が消えます。

5.7.4.吸 引ポンプ
本製品の吸引ポンプの動作設定をおこなうことができます。

①「キュウインポンプ」にカーツル

"を
移動し、開始/停止スインチを押すと現在の設定に

下線がつきます。

AuFO START
SEIミtIAL OUTPUT
とASEtt DIODE
レ PUMP
QUIT

卜 ON

②時間設定▼|または質量濃度▲スインチの操作により設定を変更することができます。

●設定の種類

ジドゥ

レンプク

測定中のみポンプが動作します。

電源がONの FЯ弓は常時ポンプが動作しています。

A出荷時の設定は rジ ドゥ」になつています。
イッチを押すと変更が確定され下線が消えます。

始/停

ヅ ド ウ スタート
シリアル シュツリョク
防ザ ー ダ イオード
レ・キュウイン ポ ンプ
モト
゛
)レ

レ レンソ
｀
ク

始/停
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5.8.シ ステムモニタ
MENU(メ ニュー)画面2/2買で「システム モニター」にカープル>を移動し、

イッチを押すとシステムモニタ画面になります。

本製品の現在の状況の一部を確認することができます。

使用中に「TRBL」 沖ミ表示された場合なんらかの トラブルが起きている可能性があります。

この画面をご確認いただくことで、 トラブルの原因が推測できる場合もあります。

△各項目が規定住外となつた場合、その数佐が保持され項目が点減農示となります。

5.8,1.フ ィルタ使用時間
フィルタ使用時間の確認と使用時間のリセットをおこないますё

フィルタの 法については「3.2.2.7ィ ルタ交換方法 を くださいっ

①「フィルター シヨウ ジカン」にカープル■を移動し、
押します。

イッチを

♭ フィ,レター シ調ウゾ カン
モト
。
,レ

手'ンゲ ン デ ンリュウ 100mA
レ謝ヴ ー テ`ンリュウ  020mA
ポ ンプ  テⅢシリュウ  040mA
ホ
'ン
プ  カイチンスウ 1500rpm

1600hr00minOOsec

②使用時間表示位置に操作の種類が下線付きで表示されます。

蜘 またlまl質量濃度司スインチにより操作を変更することができます。

レ FILTER HOUR METER
QUl■
POWER CURRENT 100mA
LD CURR臣 NT    020mA
PUMP CURRENT  0 4 0rv¬ A
PUMP ttEVS    1500rpm

6ヽ00hr00rnin00sec

>フィルター シ調ウゾ カン
モト
｀
ル
T ンダ ン 予rンリュウ 100mA
レ謝ヴー 予

Sン
リュウ 020mA

ボ ンプ サぶシリュウ 040mA
ポ ンプ カイサンスウ 1500rpm
1600hr00min00sec
>ショキカ

>FILTER HOUR M臣 イER
QUIT
PO′距 R CURRENイ  100mA
LD CURRENT    020mA
PUMP CUttRENT  040mA
PUMP REVS    1600rpm
1600hr00rnin00sec
>CLEAR

>フィアレター シヨウゾ カン
モト
｀
テレ

ァ ンデ ン =ダ ンリュウ 100mA
レ潮ヴー デ ンリュウ 020mA
ボ ンプ デ ンリュウ 040mA
ホ
'ン
プ カイテンスウ 1600rpm

00000hr00min00sec

レ FlLTER HOUtt METER
QUIT
PO円ヒR CuRRttNイ  100mA
LD CURRENT    020mA
PUMF)CuRRENイ   040mA
PUMP REVS    1500rpm

00000hr00minOOsec
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>フィテレター シヨウゾ カン
モト
い
,レ

'い

ンゲ ン テ予ンリュウ 100mA
レ引ヅー 子

Ⅲ
シリュウ 0空 OmA

ポ ンプ テ・ シリュウ  040mA
ポ ンプ カイテス ウ 1600rpm
1600hr00min00sec

レキヤン切レ

レ FHLTER HOuR METER
QU:T
POWER CURRENT ¬00mA
LD CURRENイ     020mA
PUMP CURRENT  040mA
PUMP REVS    1600rpm
1600hr00min00sec

レ CANCEL

キャンセル

ショキカ

フィルタの使用時間をリセントしません。

フィルタの使用時間をリセントします。 (00時間 00分 00秒 )

C開始/停止スインチを押すと使用時間表示に戻ります。

>フィ′鯵― シヨウゾ カン
モト
導
,レ

デ ン/ン テ｀ンリュウ ¶00mA
レ司膚― デ ンリュウ 020mA
ポ ンプ デ ンリュウ 040mA
ポ ンプ カイデ

"ウ
 1 500rprを 1

1600hrOOmin00sec

>FttLTER HOutt METER
QUIT
POⅣヒR CURRENT 100mA
LD CURRENT    020mA
PUMP CURRENT  040mA
PUMP REVS    1600rpm

1600hrOOmin00sec
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5.3.2.動 作状況確盟

起動画面またはトレンドグラフ画面にてトラプル警報 (TRBL)表 示が出ている場合、この画面
にて該当項目が点滅します。

TRBL表 示については電源OFFま たは、次の測定開始でリセットされることがありますが、改
善されない場合は修理が必要になる場合があります。

修理をご依頼の際には点滅している項目をお伝えくださいっ

△トラブルが発生した時の値を保持し、項目が点激します。

A点激していないものに関しては現在の状態を我します。

カープルレを「モドル」に移動

戻ります。

イッチを押すことでMENU(メ ニュー)画面に

5.9.表 示用言語選択
本製品の画面表示は英語と日本語 (カ タカす)の うちどちらか一方を選択することができます。

①MENU(メ ニュー)画面 2/2貫 で 「ゲンゴ (LANGUAG色 )」 にカー プルレを移動 し、

イッチを押します。

②画面左下の現在の設定に下線がつきます。

蜘 または質量濃度▲スイッチの操作により設定を変更することができます。

●設定 :ニホンゴ (JAPANESE) エイゴ (ENGLISH)

イッチを押すと変更が確定され下線が消えます。

▲出荷時の設定は『ニホンゴ (JAPANESE)Jに なつています。

5.10.フ アームウエア ロバージヨン
本製品のファームウエアのバージョンを確認することができます。

MENU(メ ニュー)画面2/2買で 千パージョン ジョウホウ』にカーソル>を移動することに
より、画面左下にファームウエアのバージョンが表示されます。

点滅条件

消費電流 (規定値以上)

レーザーダイオー ド駆動電流 (規定範囲外)

ポンプ駆動電流 (規定範囲外)

ポンプロ転数 (規定範囲外)

現在の測定値

100mA

022mA

120mA

1900rこ 〉m

項 目

デンゲン デンジュウ
レーザー デンジュウ
ポンプ デンジュウ
ポンプ カイテンスウ

始/停

始/俸
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6.田ギング河定

本製品には測定データを本体内のメモジに記録 し、測定後にPCに転送する機能があります。
メモ リに記録された測定データは内蔵のバンクアツプ電池にて電源をOFFに しても保持されます。
測定データをPCへ転送するには付属の専用通信ソフトおよびUSBケ ープルを使用します。
ソフ トのインス トール、転送方法につきましては別冊の「LD-5取 扱説明書一通信ソフ ト編―」
をご覧ください。

△バックアップ電池 :1次電池であるため充電武ではありません。

本製品にはパックアップ電池の消耗を示すインジケーター等はありません。

長期間のパックアップが可能ですが、電池消耗の障には現在時対がリセット

される、記録した瀾定データが消央する等の症状がでます。

上記の注状が出た場合にはパックアップ電池変換作業をご依頼ください。

上記の盛状が出ない場合でも、2年を目途に交換をお働めします。

Aロギング測定したデータは本体メモリ内に記録されますが、上盟のパックアップ電池が消耗した

増台データを消失する恐れがありますので、データはできるだけすみやかに通信ケープル経由で

本体より取り出し、PCへ保存することをお働めします。
また、次回測定の直前には『ロゲ データ ショウキョ」を実施することをお働めします。

▲万が一、何らかの不兵合が発生した場合でも、データの取得および記録ができなかつた内啓の

補償、データ等の内春の損失、およびこれらに関わるその他の直構 B間機の損害につきまして

は、当社は貴怪を負いかれますのであらかじめご了承ください。故障や事故に備えて定期的に

データのパックアップを行つてください。事前の動作確醒等や定期点検をお働めします。

●メモリ容量

測定時間最大設定値

記録同期最小設定値

最大収録点数

9999時 間 59分

1秒

63488点

6.1.ロギング測定の種類
ロギング測定には次の 3種類がありまサ。

各測定は設定項目が違うため、測定に必要な項目のみ設定をおこなつてくだきい。

現在時刻の設定についてはすべてのロギング測定において必要です。

BG測定や感度補正を含む測定前の準備は通常の測定と同様におこないます。

●マニュアルロギング測定

●タイマーロギング測定

●鶴易ログ測定……「4.6.簡 易ログ設定」をお読みください。
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6.2.ロギング測定手順

0マニュアルロギング溝定

6 3 1 メモリ残容量確認

6 3 3 記録周期設定

6 3 4 測定時間設定

6 3 6 測定開始

6 3 6 涙1定終了

※終了は手動も可能。

0タ イマーロギング測定

6 3 1 メモリ残容量確認

6 3 3 記録周期設定

6 3 5 測定開始時刻設定

6 3 4 測定時間設定

6 3 6 漏1定開始

6 3 6 灘定終了

6.3.ロギング骰定
6.3.1.メ モリ残容量強盟
噸 スイッチ操作により測定モードの表示を「LOG」 とします。

嘲 スイッチを押します。

③ロギング設定画面になり画面下に現在のメモリ使用状況が表示されます。

>醇げ 力 い カイシ
カイシ ジ カン
ソクサイ ンPカン
ロク
傘 シュウキ
ロク
｀ デユータ ショウキョ
モドル

1/2

メモリー ヨウリョウ  999′6 63カイ

>START            1/2
SET START DATE/イ IME
SET MEASUkE TIME
とOG CYCLE
とOG DATA CLヒ AR
QUIT

MEM 語 99% LOG =63

メモヅヘのデータ記録残容量を示します。

ロギング測定残回数を示します。

ロギング測定は開始と停止で 1回 とし、

最大64圃に分けて記録することが可能です。

メモリー ヨウジョウ 0～ 100%

1～ 64 カイ
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6.3.2.メ モリ消去
メモジ内に記録された測定データを消去します。

①「ログ データ ショウキョ」にカープル>を移動し、 イッチを押します。

②画面下に表示された記録番号 (データの記録がない場合は、ALL)に 下線がつきます。
鱒 またlまl質量濃度コスイッチの操作により上記を変更することができます。

④操作は以下の順で変更されます。

記録番号 01の測定データを消去する場合

騨ギ ンク
Ⅲ カイシ      1/2

カイシ ジ カン
ソクテイ ン'カン
ロク“ シュウキ
>ロク
Ⅲ チⅢ―タ ショウキョ
モト
い
)レ

メモリー ヨウリヨウ  99% 63カイ
レ Aと L

全測定データを消去する場合

暉 ング カイシ      1/2
カイシ ジ カン
ソクテイ シドカン
ロク
ト シュウキ

".ロ

ク
い チい―タ ショウキョ
モト
Ⅲ
)レ

メモリー ヨウリヨウ  990/6 63ブひイ
レキヤン切レ

潔定す―夕を消去しない場合

a匝亜z憂ロ スィ ンチを押す と変更が確定され下線が消えます。
③全ての測定データの消去をおこなった場合tま、画面下に表示されるメモリ使用状況が以下のよう

に メモリー ヨウリョウ100% 64カ イ となります。

Bギ
Ⅲ
力
挙 カイシ

カイシ ジ カン

ツクテイ シ滞カン
ロク
Ⅲ シュウキ

>ロク
い チ“導  ショウキコ
モト
‐
ル

1/2

メモリー ヨウリョウ 100る 64カイ

STAttT            1/2
SET START DATEノ イ IME
SET MEASURE TIME
LOO CYCLE
>LOG DATA CLEA負
QUIT

MEM 至109発 LOG =64

始/停

キャンセル

ALL

記録番号

(01～ 64)

測定データの消去をおこないません。

メモリ内に記録された全測定データを消去します。

ロギング測定は開始・停止で 1国 とし、 1回の測定に記録番号が付けられます。
選択した記録番号の測定データを消去します。

騨ギ ンダ カイン      1/2
カイシ ジ カン
ックティ シ言カン
ロク
ト シュウキ

>ロク
導 チⅢ…タ ショウキョ
モト
や
テレ

メモリー ヨウリョウ  9996 63カイ
レ.螢

S TAttT            1/2
SET START DATE/TIME
SET M巨 ASURE TIME
LOG CVCLE
>LOG DATA CL巨 AR
QUIT
M巨M 霊 99% LOG =63

"01

S TAttT            l′ /2
SET START DATEノ イ IME
SET MEASURE TIME
LOG CYCLE
レ LOG DATA CLEAR
QUET
MEM 霊 99% LOG =63
)ALL

START            竜′/2
SET START DATE/イ IME
SET MEASじ RE TIME
LOG CYCLE
>LOG DATA CLEA貸
QUIT
MEM 軍 999と LOG =63
>CANCEL
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6,3.3.記 録同期設定
ロギング測定でのデータは記録周期で設定された時間億に 1点記録 されます。

記録周期の設定は以下の方法でおこないます。

①「ログ シュウキ」にカープルレを移動し、開始/停止スイッチを押しますっ
②画面下に表示された現在の設定値の「分」に下線がつきます。

たは質量濃度▲スイッチの操作により設定を変更することができます。

●設定

MMiSS

99169
郎 1

●設定

HHHH

0010

分 :秒をあらわ します。

99分 59秒 (側 )
■ を′l、 ～

鍛
"緒
 /予_ど 1  鳳 ′I、輩 ‐ 雌 F_Fl iド ! Lヽ

MIN=00:01    最小設定時間が表示されます。 O分 1秒 (例 )

最小設定時間はデータ記録残容量と測定時FR電から自動的に算出されます。

インチを押すと変更が確定され下鷺泉が「秒」に移動します6

⑤「秒」の設定を変更後、 イッチを押すと変更が確定され下線が消えます。

6,3.4,測 定時間設定

ロギング測定の測定時間を設定します。

設定された測定時間が経過すると測定は自動的に終了します。

①「ツクテイ ジカン」にカーンルレを移動し、開始/停止スイッチを押します。
②画面下に現在設定されている「時間」に下線がつきます。

蜘 または質量濃度▲スインチの操作により設定を変更することができますじ

MM

05

時間 :分をあらわします。

10時間 5分 (例 )
記録周翔設定値～ 9999時 間 59分 (ただし、最大設定時間内 )

MAX=0259141  最大設定時間が表示されます。 259時 間41分 (例 )

最大設定時間はデータ記録残容量と測定月期から自動的に算出されます。

イッチを押すと変更が確定され下孝泉が「分」に移動します。

⑤「分」の設定を変更後、開始/停止スイッチを押すと変更が確定され下繰が消えます。

間設定

始/停
始/停

始/停
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6.3.5.湾 定開始時刻設定
ロギング演llttF堀始時刻を設定します6

△タイマーロギング測定の際には必ず設定をおこなつてください。

A現在時期が設定されている必要があります。

① 『カイシ ジカン」にカー ンル >を移動 し、 インチを押します。

△現在時刻よりも宙い設定の場合は現在時到が残示されますc

②画面下に表示された現在の設定値の「年」に下線がつきます。

⑥時間設定▼|また スイッチの操作により設定を変更することができます。

●設定

06//04/26 09:04

YY/MM/DD HH:MM

2006年 4月 26日 9時 4分 (例 )

年/劇 /国 /時/分

イッチを押すと変更が確定され下線が「月」に移動します。

⑤「月」の設定を変更後、 インチを押すと変更が確定され順次下線が消えます。

⑥順次、「分」までの設定変更を終了すると下線は消え設定が終了します。

6.3.6.測 定開始、測定終了

ロギング測定を開始します。「ロギング カイシ」にカープルレ・を移動
押します。

インチを

0マニュアルロギング測定の場合

測定が開始されます。終了するには再劇開始/停止|スインチを押します。

設定された測定時F口弓経過後、自動的に測定は終了します。

●タイマーロギング測定の場合

測定開始時刻までは待機状態となります。

劇匝匝Z巨正際イッチを押すと通常のカウンター回面に戻ります。

FY:ゴ汀:F汀
START 06/05/2も  16:00
LOG
避
:汀
汀:汀浮

待機状態 通常のカウンター画面

待機状態

測定開始時刻になると測定が開始されます。

設定された測定時間経過後、自動的に測定は終了します。

A測定終了後は検出部内部を清浄化するため、必ず r4.3.パ ッタグラウンド河定Jを してください。

始/停

量濃度

始/停

始/停

/停

0      200     400     600     800    C脇
|11,11111111111111lIIIII11111111111llit!|

,~,

'_tCOUNT
LOG  .Ir汀

汀:汀汀
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6 .3.7.測 定ヂータ表示
ロギング測定をおこなってメモ リに記録された測定データは本体液晶ディスプレイにて確認する

ことが可能です。

①「ログ データ ヒヨウジ」にカープル>を移動し、
(LOG(ロ ギンダ設定)画面2/2買 )

報始/停止スイッチを押します。

②メモジ内に測定データが記録されていない場合は、画面下に「ログ データ アリマセン」と
表示されます。

>ロク
｀ チⅢ導  ヒョヴ
モト
｀
ル

2/2

ロク
挙 サ'導 アリマ・セン

③メモリ内に測定データが記録されている場合は画面に測定データの情幸腱が表示されます。

No
>01
02

M  D
04 28
04 28

H
10
11

M
56
0S

VOL
6
10

QUET 1//  1

●各表示の意味

④確認、したい測定の記録番号ヘカーンル>を移動

します。

イッチを押すと測定データを表示

⑤測定データ数が多い場合は画面表が複数ベージになるため、 た t割顧薩ま凝軽5司スイン
チの操作によリページを変更し、測定データの確認をしてください。

⑥カーンルトを「QUIT」 に移動 イッチを押すことで前画面に戻ります。

7.通信仕様

♭ LOG DATA DISPLAY 2/2
QUIT

NO LOG DATA

VOL

測定データ数

M

測定開始時刻

「分」

H

測定開始時刻

「時」

D

測定開始 日

「日」

M

測定開始園

「月」

No

記録番号

始/停

No
00001
00002
00003
00004
00005
00006
>Qυ IT

劇  M
ll:05
1lt06
11:07
11:08
11:09
11:10

CPM
ll
10
15
18
12
13
1/2

S
22
22
22
22
22
22

間設定

無手鶴頁テキス ト伝送

ボーレー ト

ストップビット

38400BPS
lビッ ト

データビット

ノンパリティー

8ビ ッ ト

ASCIIキ ャラクタ

通信プロ トコル

通信条件

通信キャラクタ
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8.アナログ Bパルス出力

8.1.アナログ出力
出カレンジの設定をおこないます。 (「 5.6.出 力電圧レンジ設定」を参照)
アナログ・パルスケープル (オプション)をアナログ出カコネクタにさします。

赤 (1番 ピン)わミ電歴出力のプラス、自 (2番ピン)が電圧出力のマイナスとなります。
電歴曲力を受ける計器に接続 して使用します。

※温定中、停止中にかかわらず、常に出力します。

8.2.パ ルス出力
アナログ・パルスケープル (オプション)をアナログ出カコネクタにさします。

黄 (3番 ピン)がオープンコレクタのコンクタ、緑 (4番 ピン)がエミッタとなり、印力B電圧
12V以下で利用します。

※黒 (8番ピン)は予備ケープルです。通常は使用しません。黒 (8番ピン)は白 (2書
ピン)および緑 (4番ピン)と本体侃で罰電位に榛観されています。

本体制ヨネクター形状

ビン番号

緑

黒

伸

⑥

③

③

②

①

ピン番号

黒

緑

資

白

赤

線色

予備②④と同電位

五ミッタ

コレクタ

電圧出力 (― )

電圧出力 (+)

用途

⑤
②

④ ①
③⑥
②

③
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処置

修理、オーパーホール、再較正

をご依頼ください。

修理、オーバーホール、再較正

をご依頼ください。

修理、オーバーホール、再較正

をご依頼ください。

修理をご依頼ください。

修理をご依頼ください。

測定終了後は検出部内部を溝浄

化するため、必ず 「4.3.バ
ックグラウンド浪ll定どをしてく

ださい。それでも不安定な場合

は、検出部内光学系がかなり汚

染されている可能性があります

のでオーバーホール、再較正を

ご依頼ください。

一旦電源をOFFに して縛度測
定をや り直してくださいゅ数回

繰 り返しても改善されない場合

は、システムモニタで点滅 して

いる項 目と数値をご確認の う

え、修理をご依頼ください。

(ポ ンプ カイテンスウ の
表示が出た場合、下記※の方法

で確認してください)

原 因

検出器内の汚れが著しい。

検出器内の汚れが著しい。

レーザーダイオードの故障。

電気回路の故障り

検出器内の汚れが著しい。

レーザーダイオー ドの故障。

電気回路の故障。

電気回路の故障.

電気回路の故障。

検出部内に残つた粉 じんが測定値

として表示されている。

システムモニタ項目

デンゲン デンジュウ :
消費電流が異常に大きい。

レーザー デンジュウ :
レーザーダイオードの駆動電

流が規定値外になっている。

ポンプ デンジュウ :
吸引ポンプの駆動電流が規定

値外になつている。

ポンプ カイテンスタ :

吸引ポンプの回転数が規定値

外になっている。

症状

ERROR ll

ERROR 12

ERROR 18

ERROR 14

ERROR 15

非測定時にもバーグラフが

不安定な表示を示す。

「TRBL」 の表示がでて
いる。

※

①鞣気口のキャップの位置を「開」または「閉」で閣定したうえで、

押してください。

開始/停止スインチを

②ポンプが作動して30秒程度継過した後、再度 開始/停止スイッチを押してください。
これを数回繰り返します。ポンプ動作時間を長く設け (1分程度)、 回転を安定させると

より効果的です。

③電源を一度OFFに し、再度電源をONに します。
③O～③を実施しても改善されない場合は、ポンプ部の故障と判断されますので修理をご依

頼ください。
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11.メ ンサナンス、保管、輸送時の注意

本製品は、年に 1度の定期点検をお勧めいたしますα特に高濃度での使用、または長期連続運転を

おこなつた場合は、それよりも短い期間での点検をおこなってください。

当社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失・破損

した場合については、保証していませんじ必要なデータはバンクアツプを作成してください。お客

様が、本書の注意事項に違反し、また,まバックアンプの作成を怠つたために、データを消失・破棄

に伴う損害が発生した場合であつても、当社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承くだ

さtヽ。

0フ ィルタが汚れている場合
「8.2.フ ィルタ交換」を参考にして交換してください。また、採気口に粉じんが付着してい
る場合は、「3.3.採気国の清掃」を参考にして清掃してください。

●長期間使用せず保管する場合

採気日のキャップを上げ採気口を開め、乾電池の劣化に伴う液漏れ等を避けるために必ず乾電池

を取り外してからl崇管してください。

0本製品を輸送する場合

衝撃から散乱板の損傷を防ぐため、散乱板ノプを「SENSI.AD JJの 位置に合わせてくだ
さい。

12.保 証

当社製品が万…故障した場合は、ど購入より1年以内は無債修理いたします。

修理の際は、必ずお買い上げ販売店、または当社各営業所に直接ご連絡ください。

その際は必ず、品ロコード・製品名・型式・製造N{x・ 故障内容などをお知らせください。

付属の消耗品に関しては、保証の範囲外です。

由史障原因が次の場合は、供証範囲外となり有償となります。

① 使用方法の誤りによる故障

② 当社以外での修理・改造による故障及び損傷

③ 火災・地震・天災などの不可抗力などによる故障及び損傷

③ お買い上げ後の転送・移動・落下・振動などによる故障及び損傷

⑤ 当社指定以外の消耗品類に起盟目する故障及び損傷

③ 購入店の販売園・襟印のない場合または記載事項を訂Iされた場合

① 『改造修理禁止』分解や改造等をした場合は、当社の保証外となりますので絶対にしないでくだ
さい。思わぬ故障や事故を起こす原因となることがあります。

本製品を使用中、万が一何らかの不具合によつて、データの取得および記録されなかった場合の

内溶の補償および付随的な損害 (事業利益の横失、事業の中断など)に対して、当社は一切の責
任を負いません。また、当社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証 しますが、記憶

されたデータが消失・破損 した場合については、補償 していません。修理その他当キ止へのご依頼

時は、必要なデータのバックアンプを作成 してください。お客様が、本書の注意事項にI菫反 し、

またはバックアップの作成を怠つたために、データを消失・破乗に伴 う損害が発生した場合であ

つても、当社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

と責事項
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閣軸却軒灘雄
本 社 〒340‐0005埼玉県章加市中根 1‐ 1-62
東京営 業所 803・ 3822・ 2111
大阪 営業所 a06・ 6356・ 813ヽ

名古尿雪業所 鍬 062‐ 263・9310

福働営業所 8092-471‐5515
1れ 台営業 P汗 80e。 (3822・ 21対 1

受付憲口が変わりました

http:′′wwwesibata.cojp′
カスタマーサポートセンター(製品の技術的サポート尊躍)

頭露0120・228・766 FAX:048口933‐1590

注)改良のため形状、寸法、仕様等を機能、用途に差し女えない範囲で変更する場合があります。




